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研究分野：総合領域  
科研費の分科・細目：神経科学・神経科学一般  
キーワード： (1) 将棋  (2) プロ棋士  (3) 盤面記憶  (4) 長期訓練 (5) チャンキン
グメモリ (6) 棋力 (7) アマ棋士 (8) fMRI  
 
１．研究計画の概要 
ヒトの脳の潜在的な可能性は無限であるが、
未だ完全に開発されていない。脳の能力は長
期学習によって大きく発展した。一連のチェ
ス名人の行動・心理研究は、”chunking”記
録理論に基づいて統合された情報機構—チェ
ス名人は、情報の階層を長期記憶から瞬時に
想起できるchunksに組織化する―を示した。
しかし、彼ら熟練者における”chunking”記
憶の神経生物学的機構と処理方法は明らかで
はない。日本の将棋は、取った駒を再利用で
きるため、チェスよりも複雑であり、熟練し
た棋士はチェス名人同様典型的な将棋の局面
に関する並外れた記憶を持ち、苦もなく瞬時
に最良の一手を見出すことができる。従来の
学説は、学習は特定の神経回路の効果的な使
用を通して起こるとする説と、複数の神経回
路を通して行われるとする説のどちらかに重
点をおいているが、我々は、熟練者の基本的
な長期学習機構は、後者の説に従っていると
仮定する。熟練した棋士の能力の本質的特徴
は、二つの機構間の動的相互作用の中に存在
するはずである。 
 この研究は、従来のチェス名人の行動・心
理研究では用いられたことのない機能的磁
気共鳴画像システム（fMRI）を用いて、将棋
の対局における名人の脳の機能を研究する
初の試みとなる。 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究プロジェクトの目的は、プロ棋士の
優れた将棋遂行能力のメカニズムを解明す
ることである。この研究では、主に機能的磁
気共鳴画像法（fMRI 法）を用いて、これらの
能力に関わるプロ棋士の脳活動を測定し、ア
マチュアと比較する。これまでには、盤面認
知と直観的思考のメカニズムを調べた。 
 (1) 将棋盤面認知のメカニズム：９カテゴ

リーの視覚刺激（ヒトの顔、景色、一般的物
体、チェスのパターン、中国将棋のパターン、
将棋序盤、将棋終盤、ランダムな将棋パター
ン、スクランブルパターン）を用いた。刺激
提示は１２秒のブロックごとに行い、ひとつ
のブロックにはひとつのカテゴリーの刺激
２４個を次々と提示した。４個のスキャンを
行い、その合計として、それぞれのカテゴリ
ーの刺激は１０ブロックで提示した。被験者
の刺激への注意を維持するため、被験者には
同じ刺激が連続して繰り返し提示されたと
きにボタンを押して報告するように指示し
た。高位のアマチュア棋士では、後頭葉と頭
頂葉を分ける後頭—頭頂溝の頭頂側の壁の内
側部（楔前部と呼ばれる部分）に将棋序盤パ
ターンだけで活動した。低位のアマチュア棋
士では、この部位は全てのゲーム関連パター
ン（将棋序盤、将棋終盤、将棋ランダム、チ
ェス、中国将棋）で活動した。プロ棋士では、
頭頂葉後内側部の楔前部に有意味将棋パタ
ーン特異的な活動が現れた。 
 (2) 直観的思考のメカニズム： 将棋問題(
詰将棋か必至問題)を短時間で提示した。被験
者にはこの短い時間に最も有利な初手を見つ
けるように指示した。その後、複数選択肢を
示した。被験者は直感的な答えに合っていた
オプションを選択することによって、思いつ
いた初手を報告した。対照条件としては、相
手の駒しか存在しない序盤の将棋パターン(
次の一手があり得ない)を提示し、被験者は王
の位置を答えた。プロ棋士17人（プロ4−9段と
アマ上級者17人（アマ２−４段）がこの実験を
参加した。アマチュエアは１８０問将棋問題
の中に38.4%の答えが正しかった。プロ棋士（
６３．５％）よりはるかに低かった。直観で
初手を見つけたときと対照条件（序盤将棋パ
ターンの知覚）でのfMRI信号を比較したとこ
ろ、アマチュエアでは有意な活動はどこにも



見られなかった。プロ棋士が直感的に次の手
を思うときに背側線条体の活動に神経活動が
起こることを示した。この活動は２つの意味
で選択的であった。第一に、時間をかけて「
読み」により次の手を考えるときには活動は
なかった。第二に、アマチュアでは直観によ
り次の手を思うときも背側線条体の活動はな
かった。これらの選択性は、背側線条体の活
動が直観に特異的に関わるものであることを
示し、そしてまた、この活動が長い将棋の職
業的学習と経験の中で発達した神経回路に依
存することを示唆する。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
  現在までの fMRI 実験の結果によって、プ
ロ棋士の盤面認知と直観思考に関わる脳の
部位が確定した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 アマチュア棋士の脳活動について解析を
進める。また、脳部位間の機能的結合に関す
る解析を進める。一方、将棋盤面の知覚・認
識を行なっているときの頭頂葉楔前部の活
動の微細構造を調べる実験を開始した。 
 
５. 代表的な研究成果 
（〔雑誌論文〕（計 0件） 
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